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復興支援・節電 

出来ることを 

考え、実践しよう。 

 

 

か ん ば ら こ う い ち ろ う 

神 原 宏 一 郎 の 

つ な が り 通 信 
 ～生活・社会そして人・・・すべては政治とつながっている～ 

「議員の数は多すぎるから減らさなあかん！！」、「議員の給料は高すぎる！！」との声をしばしば頂きます。

日頃、議員がどんな活動をしているのかが見えにくく、世間の平均所得と比べると額面上は高額ですので、 

そのようなご意見が出るのは当然なのかもしれません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【現在の議員定数（３６人）の構成】 
     党派別：公明党（１０人）、民主党（６人）、日本共産党（６人）、 

            自民党（４人）、社民党（１人）、みんなの党（１人）、無所属（８人） 

     会派別：公明党（１０人）、日本共産党（６人）、新政とよなか（５人） 

            自民新風会（５人）、市民クラブ（４人）、未来とよなか（３人）、無所属（３人） 

      平均年齢：５２．３歳（最長議員は８期目） 
 

【現在の議員報酬】 

月額６４万５千円（議長：７４万５千円/月、副議長：７０万５千円/月） 

期末手当（月額報酬×３．９か月×１．２）：３１８万２４００円（２０１０年実績） 

別途、政務調査費が５万５千円/月支給 

（注）議員報酬及び政務調査費は今年５月から現在の金額に改定。 

 

今日の社会状況、経済状況、市の財政状況やほとんどの議員の活動が市民に   

見えにくい現状を考えると議員数を減らすべきとのご意見は当然だと思います。 
 

一方で、市政や議会の課題、市民生活における問題を調査し、解決策を講じたり、 

市民に情報提供をすることが議員の責務で、それらの活動を継続して行うためには、

最低限のお金が必要となり現在の議員報酬は必ずしも高額とは思いません。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

発行元 前向きひろば ～Positive Square～ 
 

〒560-0021 豊中市本町 3-1-20 エルビル 2 階 
ＴＥＬ＆ＦＡＸ：06-6854-5664  
平日（祝日は除く）の 10 時から 17 時はスタッフがおります。  

ｙoung_spiritjp@yahoo.co.jp 

http://www.geocities.jp/positive_square/ 
「つながり日記」毎日 HP で更新中！！ 

※ご希望の方には通信を無料でお届けします。お気軽にご連絡ください。 

 

豊中市議会 ７月臨時会の予定 
  ◆本会議   ７月２８日（木） 午後１時から 

  ※変更する場合もございますので、議会事務局まで 

  ご確認下さい。（議会事務局議事課：℡：06-6858-2633) 

神原の 2010 年収支実績 
収入 年額 

議員歳費 8,1600,00 

期末手当 3,182,000 

政務調査費 8400,00 

合計 12,182,000 

支出  

事務所家賃・光熱水費・備品費 1,919,000 

人件費 1,670,000 

活動報告印刷・郵送費 929,000 

勉強会参加費・視察旅費 158,000 

税金（住民税・所得税） 1,720,000 

国保料・国民年金 811,000 

議員共済掛金 1,429,000 

議員団会費 34,000 

供託金（期末手当役職加算分） 530,000 

合計 9,200,000 

※千円以下は四捨五入しています。 

 

 

 

全 国 的 に 夏 季 の 電 力 不 足 が 危 惧 さ れ る 中 、    

豊中市でも節電対策を順次実施しています。 
 

・室内照明の間引きと昼休みの消灯 

・エレベーターの停止（各庁舎１機のみ運用） 

・空調の運転短縮 ・毎日ノー残業デー（７月・８月） など 
 

過度の節電対策が業務効率の低下に繋がらない 

ようにして欲しいと思う一方で、この節電対策が  

単なる電力不足の解消だけでなく、残業の抑制や

無 駄 遣 い の 抑 制 に よ る 財 政 効 果 な ど       

様々な付随効果にも繋げて欲しいと思います。     

質や内容を高めていく努力は必要！！ 
以上のことから、私は必ずしも現在の議員報酬が高額とは思いませんが、   

個人として経費削減により一層努めるとともに、地道に着実に日々の活動を  

続けることで議員活動の質や内容を向上し、市民の方々に今まで以上に    

ご理解、ご納得の頂ける成果を生み出していくしかないと考えています！！ 

①・・・私の場合、事務所を構えスタッフを雇い、

広報活動を行い、勉強会や視察に行くだけで、

報酬の４割弱が無くなります。でも、これらは 

議員活動として当然かつ必要不可欠な活動と

考えています。 

 

②・・・税金・国保料・国民年金・議員共済掛金

なども当然支払っています。 

さらに、もらうべきではないと考える報酬に  

ついては大阪法務局に供託し、受け取りを  

拒否しています。 

支 出 額 は 議 員 報 酬 の 約 ３ / ４ 以 上 を 占 め   

約９２０万円になっています。 

 

 
・電力消費のピーク時間帯に本会議を開くのではなく、 

 午前中に開くなどの工夫が出来ないでしょうか・・・。 
 

・５月定例会で役職選挙だけであれば、個人質問を 

 行えるような工夫が必要ではないでしょうか・・・。 

ぜひ、皆さまからの

ご意見・ご感想を 

お聞かせ下さい。 


